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研究成果の概要（和文）： 1990 年代、とりわけアジア経済危機を経て、国際的なミネラルウ

ォーター資本がインドネシアの水道事業に介入した。インドネシアでは民営化の影響で、現在

水が危機にさらされている。 

３年間の研究では、以下の３点について集中的な調査と、文献研究を行った。 

① ジャカルタ市水道公社の民営化委に至る経緯と民営化後の水道サービスへの影響の調査、

および、ジャカルタ北部の低所得者居住地区での地盤沈下と海水の侵入、水道サービス

の劣化の現状 

② 西ジャワ州スカブミ県でのミネラルウォータービジネスの実態とその住民生活への影響

の実態調査 

③ 改革時代の西スマトラ州では共有地返還闘争が頻発しているが、良質な水源をもつ村で

は地方政府の水道事業による水源利用への補償を求める動きが活発化したので、その実

態調査。また、地方自治の時代に権限を拡大した県知事による新たな水道事業で、「水戦

争」が発生したことの経緯を調査した。 

 水という公共性の非常に高い資源が民営化されると状況が何をもたらすのかという問題に大

きな示唆を与えることができる成果を得られた。 

 

研究成果の概要（英文）：Water is a natural resource which has the most important public 

value.  In Indonesia, since the influence of privatization of the Public Water Company 

of Jakarta City, in 1995, water as a natural resource has been under crisis.  Especially 

since the Asian Economic Crisis between 1997 and 1998, several water business companies 

started investments in Indonesia. During the three year long research period, I have 

done survey on three points mentioned below. 

(1) Process and influence of the privatization of The Jakarta City Public Water Company, 

especially for poor people who are living in the North Coast of the Jakarta City. 

(2)  Influence of the mineral water business companies to the daily life and economic 

activities to the local people of the District of Sukabumi, West Java. 
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(3) Research of the communal land struggles in West Sumatra which claimed compensations 

to the regional water supply companies which had used the rich water springs in those 

communal lands, and ‘Water War’ in the villages which have been using water for 

irrigation from a spring.  
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１．研究開始当初の背景 

 研究開始の背景は、インドネシアの土地紛

争の研究である。 

 

西スマトラ州のいくつかの土地紛争のケー

スでは、水利権と共有地権が密接に結びつい

ていることが確認できた。 

 

 また、インドネシアでは１９７０年代から

西ジャワのスカブミ県を中心として、ウォー

ター・ビジネスが盛んになったが、１９９７

～９８年の経済危機を経て、IMF や世界銀行

の融資の条件として、水資源の民営化が推進

された。 

 

 そうしたケースを土地紛争との関連でイ

ンドネシア全体でみた場合どのような因果

関係の連鎖のなかに位置づけられるのかが、

大きな課題として浮上してきた。 

 

２．研究の目的 

 １９９０年代にインドネシアの水ビジネ

スは国際水ビジネス資本との提携を模索し、

水利事業の民営化が１９９７～９８年のア

ジア経済危機後一層推進された。 

 

水資源の利用は１９７４年の「水利利用

法」により、水道公社が各地の水源を水道用

水として利用が可能になった。 

 

ところが、１９９０年代以降急速に拡大し

たウォーター・ビジネスは、水資源を経済的

な目的に利用できる法令を強くインドネシ

ア政府に迫った。 

 

国際水資本の要請により、インドネシア政

府は２００４年「新水利水源法」を施行した

が、その影響はインドネシアの地域社会に顕

著に表れていて、その実態の解明が急務であ

ると考えられた。 
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３．研究の方法 

 ３年間に次の３点の研究調査を行った。 

まず西スマトラ州における土地紛争の研

究の一環として従来の研究を継続し、「水戦

争」の実態を報告した。 

 

これは、カパロ・ヒラランというこの１０

年来継続して観察してきている調査地で、新

県都建設により、カパロ・ヒララン周辺の８

村が利用している灌漑用水が、新県都への給

水事業により大きな影響を被る可能性が出

てきたために、生じた紛争で、その背景には、

地方自治時代に権限を拡大した県知事の権

力の乱用という事実が地方自治時代の矛盾

として雨情していることを示す好例である。 

 

 次に、インドネシアにおける水ビジネスの

集積地である西ジャワ州スカブミ県でのウ

ォーター・ビジネス産業の実態とその地域社

会における影響を調査した。 

 

スカブミ県は周囲を３つの火山で囲まれ、

年間２０００ミリの降水量のある土地で、豊

かな水資源に恵まれていた。ところが、ジャ

カルタに近いという立地条件の良さが、資本

投下を容易にし、インドネシアを代表する水

ビジネス資本が大規模な投資を行い、水源を

囲い込み、表層水のみならず、深井戸を掘っ

て深層地下水の取水を行っている。 

 

だがそうした過剰な水資源の経済的な資

源としての利用は、当然、地域社会へ多大な

影響を及ぼしている。その実態調査が必要と

されている。 

 さらに、１９９５年民営化されたジャカル

タ市水道公社の民営化の影響を、ジャワ海に

面する貧困地帯でのインテンシブな調査で

明らかにした。 

 

 

４．研究成果 

 研究目的で挙げた３点については、ほぼ完

全に所期の目的に達成する成果を上げるこ

とができた。 

 

詳しくは５の発表論文で明らかになるが、

２００９年８月、韓国の大田で開催された第

６回国際アジア研究者会議（ICAS６）で、以

下のタイトルの発表を行った。 

 

その内容は、隣接する村同士の境界争い、

水利権をめぐる伝統的な争いが、「共有地権」

をめぐる対政府との戦いのなかで、両者の足

元の乱れをつかれ、一方の当事者への激しい

暴力の温床になっていることを明らかにし

た。 

２００９年８月８日 

NAKASHIMA, Narihisa 

Violence in the Time of Reformasi; A Case 

Study of Communal Land Struggle in West 

Sumatra, Indonesia, paper presented at 

ICAS 6 (international Convention of Asia 

Scholars), Daejon, South Korea 
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